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醸造主任の
橋本悠汰さん

seRA

熟
成
し
た
り
、濁
り
成
分
を
取
り
除

く
た
め
に
ろ
過
を
行
う
醸
造
室（
写

真
Ａ
）。
そ
し
て
、ワ
イ
ン
を
瓶
に
詰

め
た
り
、ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
り
す
る

ビ
ン
詰
室（
写
真
Ｅ
）。
樽
貯
蔵
室
は
、

ビ
ン
詰
室
の
奥
に
あ
る（
写
真
Ｃ
・

D
）。「
せ
ら
ワ
イ
ン
の
特
徴
は
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
飲
み
や
す
い
こ
と
。
ブ

ド
ウ
の
風
味
を
最
大
限
に
生
か
す
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」と
醸
造
主

任
の
橋
本
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

見
学
が
終
わ
っ
た
ら
、せ
ら
ワ
イ

ン
や
ワ
イ
ン
を
使
っ
た
お
菓
子
を
販

売
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
立

ち
寄
ろ
う
。
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
以
外

の
全
銘
柄
が
試
飲
可
能
で
、味
や
香

り
を
確
か
め
て
か
ら
購
入
で
き
る
の

が
う
れ
し
い
。
迷
っ
た
時
は
、ワ
イ

ン
の
プ
ロ
で
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ

フ
に
相
談
を
。

昼夜の寒暖差が大きい
世羅町では、甘くておいしい

ブドウが育ちます

百花（マスカット・ベーリー A2021）
3000円（左）、百花（ブリズ ハニービー
ナス）2800円（右）など

ワイナリーショッ
プには、赤、白、ロ
ゼなど各種ワイン
がそろう

原料処理室が稼働するのは、ブド
ウが収穫される8月下旬～10月中
旬のみ

見学は通路から窓ガラス越しに行
う。壁や窓にはワイン造りに関す
る情報を掲示

フレンチオークの木樽で
熟成させると、ワインに深
みがプラスされる。樽貯
蔵室の上部を土で覆うこ
とで、1年を通して室温を
安定させている

「1時間に約1000本のワインを瓶に詰め
ることができます」と橋本さん

せらワイナリー

時間

実施日

所要時間

人数

費用

申込方法

ツアー

月・水～日曜、祝日
(①自由見学  ②スタッフによる案内)

9時～17時

約15分

1人～ 

無料

②WEBまたは電話で前日までに
要予約
来園感謝デーの見学ツアー
第2・4土日に1日4回ほど開催

最も大きな1万 L のタンクの横に立つ橋本さん。
1000L から1万 L まで、大小約40基のタンクがずら
り ※実際の見学では、室内には入りません
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世
羅
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
！

せ
ら
ワ
イ
ン
が
で
き
る
ま
で

標
高
４
０
０
～
５
０
０
ｍ
に
位
置

す
る
世
羅
台
地
の
中
心
に
あ
り
、世

羅
町
の
気
候
と
風
土
を
生
か
し
な
が

ら
ワ
イ
ン
造
り
に
取
り
組
む
せ
ら
ワ

イ
ナ
リ
ー
。
町
内
に
あ
る
17
戸
の
契

約
農
家
が
栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
を
原
料

に
、世
羅
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
ワ

イ
ン
を
醸
造
し
て
い
る
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
は
自
由
に
見
学
Ｏ
Ｋ

だ
が
、事
前
予
約
を
す
れ
ば
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
え
る
ほ
か
、

来
園
感
謝
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
で
見
学

ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
る
。
内
容
は
同

じ
だ
が
、解
説
を
楽
し
め
る
事
前
予

約
制
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
案
内
が
お

す
す
め
。
熟
成
・
瓶
詰
め
・
ラ
ベ
ル
貼

り
な
ど
の
製
造
工
程
を
窓
ガ
ラ
ス
越

し
に
見
て
、ワ
イ
ン
造
り
の
プ
ロ
セ

ス
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
は
、収
穫
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
の

処
理
を
行
う
原
料
処
理
室（
写
真
Ｂ
）

の
前
へ
。
次
は
、タ
ン
ク
で
ワ
イ
ン
を

せらワイナリー
世羅


